
地域おこし協力隊通信

わたしのうと活動記

地域おこし協力隊って？都市部から移住し、地域の魅力づくりやお手伝いをする制度です。
農業や観光、PRの支援など、地域の課題に取り組みながら、ここ
での暮らしを楽しみ、定住を目指します。宇土市地域おこし協
力隊は、総勢10人で活動しています。

　この度の地震で被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。助け合いながら復旧・復興へ少しずつ進ん
でいく力強い宇土市の姿を見て、人々の絆を感じ、本当に勇気づけられました。道のりはまだ長いかもしれません。
一歩ずつ「ワンチーム」で乗り越えていきましょう！ 

　…と熱く息巻いたのですが、実はこの度、3年間の任期満了を迎えることとな
りました。
　東京から宇土市に来て、地域の皆さまや市役所の方々に支えられ、協力隊の
活動はもちろん、ここでの生活を心から楽しむことができました。人生で一番
あっという間で、濃密で、しあわせにまっすぐな3年間でした。やり残したこと
もありますが、これからも宇土市の皆さまと関わっていきたいと考えています。
街で見かけたら、ぜひ声をかけてください。宇土最高！3年間、本当にありがと
うございました！

　このたびの地震では、多くの方が不安な日々を過ごされたことと思います。被害に遭われた皆さまへ心
よりお見舞い申し上げます。
　先日の地震では、改めて「人とのつながり」の大切さを実感し、気軽に立ち寄って話ができる場所の大切

さを感じました。不安な時だからこそ、誰かと話せること、顔を合わせて「大丈
夫？」と言い合えることが「大きな安心につながる」のだと感じています。

　子育てコンシェルジュの新しい活動として、保育士魅力発信がスタートしました。
宇土市内の保育園にご協力をいただいて保育士さんを取材し、園の想いや保育
士の魅力を発信しています。また親子が安心して過ごせる居場所、子育て広場

「yoridokoro」を中心に、毎月ベビーマッサージやベビーヨガ、親子アート、おしゃ
べり育児サロンｃａｆｅなどを開催！子育て中は、少し話をするだけでも気持ち
が軽くなることがあります。「また来ます！」と笑顔で帰っていってくれるのが
本当にうれしいです（パパも一緒に連れてきてくれます♪）。

　これからも子育て中の皆さんがホッと一息つける場
所、子育てを共有できる場所として、

「ちょっと寄ってみよう」「一人じゃ
ない」と感じられる場所を目指して、
皆さんの「yoridokoro」になれるよ
う活動を続けていきます。
　私の変な面白話を聞いて、いっぱ
い笑って帰ってくださいね！ぜひお
気軽に遊びに来てください♪
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